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微細加工

装着されたORIGAMI町工場の設備で微細加工を生み出す

株式会社入曽精密
■本社： 〒358-0033 埼玉県入間市狭山台4-6-7
■T E L：04-2934-4633
■U R L：http://www.iriso-seimitsu.co.jp

●3軸マシニングセンタに取り付けるだけ
　柔らかいフォルムに削り出された「アルミの
バラ」、人の目では、どこにあるのかも見失う
かのような「0.1mm」の世界最小サイコロ。工
作機械の可能性を極限まで追求してきた斎
藤氏は、「できないというのは、自分が勝手に
作った壁に過ぎない。飯を食わしてくれる自
分の機械を信じなきゃだめだ」と笑う。
　精密加工で、数々のサプライズを発表して
きた同社は、2017年、ついにそのサプライズ
を普通のこととして誰もが作り出せる治具
ORIGAMI（オリガミ）」を発表した。
　このORIGAMIは、立型3軸のマシニング
センタに取り付けるだけで、8mm～0.1mm
以下の極小な素材を6面方向から切削でき
るようになる治具だ。そこに熟練の技は必要
なく、入社1年目の人でも「0.1mm」のサイコ
ロを削り出せるようになるというのだから驚
くばかりだ。

●マシニングセンタが3軸+5軸に
　ORIGAMIの機構は、第一ユニットに取り
付けられたホルダーで材料をはさんで持た
せ、第二ユニットに治具用素材を持たせる。そ
の場で治具を削り出し、次に材料を5面まで
加工したのち、削り出しておいた治具に受け

渡して固定し、残りの6面目を加工する。その
場で治具を作ることから、ほぼ全自動で作業
でき、繰返し精度も上がる。同社のホームペー
ジでは動画でも紹介されているので、ぜひ見
ていただきたい。
　以前は、こうした精密加工は同社だからで
きる技術で、市場もないと言われたが、医療
器具の進化を支えるのは、まさにこうした加
工であり、いま市場に求められている技術領
域だ。ある医療器具のトップメーカーが内視
鏡最先端部品の相談に訪れた際には、どこへ
行っても断られたと話す担当者に、「仕様書
にあるより、もっと小さいのが作れる」と逆提
案したこともあるという。
　中古のマシニングセンタでも問題はない。
こうした技術力を可能にするのがORIGAMI
だ。0.1mmサイズ部品といった微細な加工も
技術者でなく学生でも加工が可能になる。そ
れに、例えば従来1,200分は必要だった加工
が、たった10分に短縮できたという。

●町工場の応援団
　技術を独占しようとせず、ORIGAMIとして
汎用的な技術にしていこうとするのは、常に新
しいものへのチャレンジを追い求めているか
らなのだろう。無理難題に取り組みつづける

社長に社員はついてこられるのかと聞くと、
「社長ができるというのならできるんだろう」
と、社員も安心してチャレンジしているとのこ
とだ。
　どんな人が切削加工に向くかと聞いたとこ
ろ「現象と素直に向き合う探究心を持ってい
ること」という回答が返ってきた。日本人には
「正直」というモラルが残っており、これが日
本製造業の背骨であり、マシニングセンタの
可能性を追求するためにも必要な性質だとい
う。
　斎藤氏は1995年当時から、すでにデータ
サーバーを活用したマシニングセンタの制御
を試し、多くのノウハウを得ている。IoTやAIと
いった言葉が生まれるはるか以前からだ。今
後、どのようなサプライズが生み出されるの
か、期待が高まる。

ワーク自動持ち替えシステム
「ORIGAMI」
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ワークサイズ8mm～0.1mmのハンドリングに威力を発揮する
治具システムの開発に成功。微細加工を普通の町工場に。

微細加工工業会への期待
自分たちの得意分野を持ち寄って、まとまってプ
ラットフォームとして世界にアピールしていく。これ
を諸外国は官が主導しますが、日本では民ででき
ることに意味があると思います。横につながること
ができるというのが、日本の強さだと思います。微
細加工工業会にはこの役割を期待します。

企業公式サイトORIGAMI動画
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マイクロニードルマスター マイクロ流路金型

有限会社米山金型製作所
■本社： 〒399-3304　
 長野県下伊那郡松川町大島402-12
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●先見の明で微細加工に特化
　1986年の創業以来、初代社長米山照章氏
のもと、高品質な金型を供給してきた同社
は、装置メーカーと協業しながらAWC（オート
ワークチェンジャー）搭載の工作機械を導入
し、工場の自動化や24時間連続稼働もいち
早く実現するなど、常に最先端の技術に取り
組み、顧客の信頼を得てきた。
　しかし、米山氏の急逝により大きな転換期
を迎え、2006年以降、より高度な技術が必要
とされる微細加工の分野へと特化することに
なった。この舵取りを進めたのが現社長の村
松氏である。その慧眼によって、以来、従業員
数30名以下の規模ながら、主要取引先に一
部上場の大手メーカーが名を連ねる金型メー
カーとなった。
　同社が微細加工を始めた当初は、まだ「微
細加工」自体が知られていなかった。そのた
め、まずは自分たちで1年あたり10回を超える
展示会に出展し、技術を知ってもらうことか
ら始める必要があったという。もちろん設備
も先行投資となった。しかし、同社にしかでき
ない技術を有することによって、その後の価
格や納期の競争と一線を画し、自社の強みを
追求することができた。

●設備や工具の特性を知り、使いこなす
　同社が得意とするのは、マイクロニードルマ

スター型やマイクロ流路金型、鏡面切削加工
や微細凹凸加工で、切削加工機とワイヤー放
電加工機を用い、常に±1μmの精度を追求し
ている。マイクロ流路は、十数年前から注目し
研究開発を進めているが、まだ試作がメイン
で金型は必要とされていない。しかし、「技術
的に難しいものだからこそ、いまやっておく。
いまできるようになっておくことで、量産が始
まった段階で他社よりも一歩先に行くことが
できる」と、村松氏は語る。
　工作機械は、東芝機械のUVM-450Dや
碌々産業のAndroidを使用しており、3軸の
加工機がメインだが、それは現在の5軸加工
機は同社が求める精度を出せるほどには、振
動を抑制できないためだ。そして、なんといっ
ても工具の発展が、微細加工を牽引してくれ
た。同社に蓄積された経験、装置設備、工具
が三位一体となり、はじめて目覚ましい進化
を遂げることができたと、村松氏は振り返る。
　装置の個性を把握するのはもちろん、工具
の特性も正しく理解し、自分たちで段取りを
することによって、初めてミクロンの最高峰を
目指すことができる。装置納品後に、自分たち
が求めるレベルにスピンドルを調整するため
に1か月かけることも普通だという。機械だけ
入れても同社と同じ品質を生み出すことは不
可能なのだ。

●私たち全員が技術の恩恵を受けるために
　現在、同社の設備には、ナノレベルの加工
を行う超精密加工機はない。しかし、微細加
工機の限界に挑戦することによって、ナノレベ
ルと微細レベルの距離を縮め、限りなく超精
密加工に近づける努力を続けている。例えば
同社が得意とする照明系の金型の場合、超精
密加工機であれば加工はできるが、それでは
非常に高価なものになってしまう。顧客が求
めるスピードやコストに合わせ、それをエンド
ユーザーが用いる製品に繋げていくには、微
細加工を極めることが必要不可欠なのだ。
　もちろん同社の工場内は常に23℃に保た
れ、できる限りの環境は整えられている。しか
し、地震や雷といった自然災害や、近くをト
ラックが通るなどの不可抗力は心配の種だ。
農業ほどではないにせよ、最後は天候にまで
気を配らなければならないというのが微細加
工の領域なのである。

ミクロン単位の
超精密加工の極みを追求

●会社情報

有限会社米山金型製作所

金型製作で培ったノウハウをもとに、
高難度の精密加工に挑戦を続けるその技術力の源泉とは。

微細加工工業会への期待
工業会に期待していることは、横のつながりが生ま
れ、情報が入ってくるようになることです。また、顧客
から相談を受けた時に、自分のところでは受けられ
ないような加工であっても、それをお互いに繋ぐこと
ができたら、もっといろいろなところで微細加工の
技術が生かされる未来が来るのではないかと期待
しています。
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